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高知県工業技術センターだより 

▶ 味の数値化勉強会 開催 （次回は 11 月です） 

「味の数値化勉強会」は県内食品関連事業者を支援する食のプラットホームの事業です。

地産外商に向けて、食品のおいしさ、味の特徴を数値化したい方、商談会でおいしさをも

っと売り込みたい方におすすめです。今年度 1 回目を開催しましたのでご紹介します。 
 

味の数値化勉強会 令和元年 7 月 5 日（金）  

１ 味の数値化のススメ 

工業技術センター 食品開発課長 森山 洋憲 

 

味の数値化の取り組み事例や、ひとが味を感じる

メカニズムを中心に、他県での事例や展示会、業界

情報など盛りだくさんの内容をご紹介しました。 

 

２ 食品安全システムのステップアップ 

 ～今注目されている JFS 規格とは～ 

アース環境サービス株式会社 大庭 朋洋 氏 

 

食のプラットホームでは、味の数値化だけでなく

自主検査の推進にも取り組んでいます。今回は

HACCPに関連した衛生管理における様々な認証につ

いて、ご紹介いただきました。 

 

３ 味の数値化機器、加工設備見学会 

 

味の数値化に活用する味認識装置、多感覚器分析

システムや新しくなった冷蔵冷凍設備などの見学を

行いました。 

次回勉強会は 11 月に開催予定です。日程が近づきましたら、食のプラットホームのホームページ

や地産地消外商課からのメールでお知らせいたします。 

お気軽にお問い合わせください。 

088-846-1111 
受付時間 平日 8:30 ～ 17:15 
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